
1．はじめに 
近年，大学生がまじめになり，授業を受ける態度が向
上したと言われる，それは，いくつかの大学の学生生活
実態調査から，学生の授業の出席率が高くなったことか
らもうかがえる 1），2），3），4）．その一方で，授業中静かに
ノートを取っていてもテストはできない，発言を促して
も反応がない，トイレなどで教室を出ていく，常に携帯
電話をいじっているとか，授業が終わるとすぐ帰る，授
業がないと大学に来ない，単位に関係ない授業外のこと
には参加しないなど，大学生の気質が以前より受動的，
内向的，孤独化に変化しているといった印象を受ける．

2014年1月に，大学生の石に対する興味・関心を高
めることを目的として，授業外イベントとして石琴（サ
ヌカイト）のコンサートを開催した．しかし，予想に反
して大学生の参加はきわめて少なく，むしろ大学教職員
や一般市民の参加が多かった．その原因を探るために，

コンサートに参加しなかった大学生に対してアンケート
調査を行ない，コンサートに不参加の理由を調べた．イ
ベントの参加者に対するアンケート調査は普通に行われ
ているが，今回のように，イベントの不参加者に対する
アンケート調査は，従来ほとんど例が無いと思われる．

2．コンサートの概要
2．1　サヌカイトの石琴
サヌカイト（讃岐岩，Sanukite）は，瀬戸内地方に特
徴的に産出する中新世の古銅輝石安山岩である 5）．サヌ
カイトはガラス質，緻密で固いため，木槌などでたたく
と澄んだ高い音を出し，楽器の材料になっている 6）．サ
ヌカイトの楽器には，原石をそのまま使ったものと原石
を加工したものの2種類があり，今回のコンサートでは
原石を使った石琴が使われた（図1-1）．

2．2　コンサート
2014年1月16（木）の18時から19時，17日（金）の

11時45分から12時15分，12時30分から13時までの3
回，コンサートを開催した．コンサートの開催時間は，
大学生が参加しやすいように，授業がない夕方と昼休み
に設定した．コンサートの広報は，ちらし・ポスターを
大学内に張り，大学のポータルサイトの掲示，大学生と
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3．コンサートに不参加の学生へのアンケート調査
3．1　不参加者の属性
当初，コンサートには大学生が100人程度参加するこ
とを期待していたが，実際には，はるかに少なかった．
その理由を探るために，著者の授業を受けていた危機管
理学部医療危機管理学科2年生（以下，医療2年生と略
記）の57人，環境危機管理学科2年生（環境2年生）の
31人，環境危機管理学科1年生（環境1年生）の24人，
合計112人に調査紙を配付し，アンケート調査を行った．
図2にその調査紙を示す．

大学教職員への一斉メール，大学関係者への口コミによ
った．
サヌカイトの石琴の演奏は，くらしき作陽大学講師で
日本芸術楽団所属の臼杵美智代さんに依頼した（図1-2）．
演奏曲は，日本古謡，民謡から歌謡曲，アニメーション
の主題歌など，幅広いジャンルにわたった．17日（金）
の2回のコンサートでは，大学の合唱部が共演した．コ
ンサートの参加者数は合計55人であり，そのうち大学
生は13人であった．

図1　サヌカイトの石琴とコンサートでの石琴の演奏

図2　アンケート調査用紙
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3．3　コンサートになぜ参加しなかったか
コンサートになぜ参加しなかったかを「大学に来なか

った，石や地質に興味がない，堅苦しいイメージ，石と
音楽の関係がイメージできない，単位に関係ない，音楽
の内容が楽しそうでない，授業やレポートがあった，開
催した場所が悪い，ただ忘れていた，その他」の中から
複数回答可で選択してもらったところ，医療2年生は
「授業やレポートがあった」がかなり多く，次いで「ただ
忘れていた」であった（図4）．環境2年生も「授業やレ
ポートがあった」がほとんどであったが，1年生はそう
ではなかった．

3．2　コンサートを知っていたか
コンサートを知っていたかどうかを「知っていた，知
らなかった」の中から選択してもらったところ，「知っ
ていた」は全体で約60 %であり，医療2年生の方が環
境2年生，環境1年生よりも高かった（図3）．「知ってい
た」の場合には，何で知ったかを「ちらし・ポスター，
ポータルサイト，メール，先生から，友達から，その他」
の中から複数回答可で選択してもらったところ，医療2
年生は「先生から」が最も多く，次いで「ちらし・ポス
ター，ポータルサイト」であった．環境2年生は「ちらし・
ポスター，ポータルサイト，先生から」に三分され，環
境1年生は全てにまたがっていた．

図3　コンサートを知っていたか

図4　コンサートになぜ参加しなかったか
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3．4　もう一回コンサートをやったら参加するか
もう一回コンサートをやったら参加するかどうかを「参
加しない，参加するかもしれない，参加したい，わからな
い」の中から選択してもらったところ，「参加しない」は医
療2年生と環境2年生で23%，環境1年生で25 %である
のに対して，「参加したい」は医療2年生で13 %，環境2
年生で16 %，環境1年生で17 %であり，いずれも「参加
しない」の方が「参加したい」よりも上回っていた（図5）．
「参加するかもしれない」は13～30 %であり，医療2年生
で高かった．「わからない」は25～50 %であり，環境2年
生，環境1年生で高かった．「参加するかもしれない」，「わ
からない」と回答した者は，コンサートの参加には消極的
であり，実際には参加しない可能性が高いと思われる．こ
のように，授業外にコンサートを開催しても，積極的に参
加したい者は20 %以下と少ないことが明らかになった．

3．5　石のイメージ
石のイメージについて自由に書いてもらったところ，
石の性質を示すもの，石の具体例，石のある場所や状態
を示すもの，その他に分けられた（表1）．全体に「硬い
（固い，堅い），重い，痛い，黒い，地味，冷たい，石は
石，あまり興味がない」のようなマイナスのイメージが
多く，「奥深い，落ち着く，美しい，神秘的，宝石，隠
された可能性がある，力がある」のようなプラスのイメ
ージは少なかった．

4．おわりに
大学生の多くは，今回のコンサートがあることは知っ
ていたが，授業やレポートがあったため参加しなかった
としている．ただし，コンサートは授業のない夕方や昼
休みに複数回開催しており，1回の時間も30分～1時間
と短いので，大学生が絶対参加できないということはな
い．また，石について，大学生は全体にマイナスのイメ
ージを持っており，もう一回コンサートをやったとして
も積極的に参加したいわけではない．今の大学生の気質
から，授業の単位に関係ないのでわざわざ参加しない，
何となくおもしろくなさそうに感じるといったことも，
大学生がコンサートに参加しなかった一因かもしれない．
一方，コンサートにあえて参加したくないという者も少
ない．参加するあるいは参加しないという明確な意志を
持っていない “ふわりとした ”大学生に対して，参加し
やすい条件を整えたり，参加するような働きかけを強め
れば，大学生の参加者が増える可能性はある．例えば，
コンサートの開催時期を定期試験よりかなり前にするこ
と，大学祭やオープンキャンパスと同時にすることや，
単位に関係ある授業にコンサートを取り込むことなどが
挙げられる．なお，今回のコンサートの詳細と参加者に
よる評価については，別に報告の予定である． 
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図5　もう一回コンサートをやったら参加するか

表1　石のイメージ

医療2年生 環境2年生 環境1年生 全体

57人 24人31人 112人

無回答

参加しない

参加したい

わからない

参加するかも
しれない

硬い（固い，堅い） 18
重い 2
危ない，怖い，痛い 3
黒い
地味
奥深い
落ち着く

宝石，天然石，パワーストーン 6
水切り石，火打ち石 2
ける
隕石

道ばた，地面にある 8
川辺 4

色々な形，種類がある 3
化石にはロマンがある，カッコイイ 2
古来から利用されてきた
環境によって形や色や材質が異なる
知ればおもしろいのかもしれない
まだ隠された可能性がある
歴史がありそう
魂が宿る
ボーちゃん
アート
石は石 2
あまり興味がない

数字は人数

医療2年生 環境2年生

硬い（固い，堅い） 11
重い
痛い

SiO 3
鉱物等

よく見かけられる

使いようによってかわる
砂よりも大きいもの
たたいたら割れる
漢字で書くとすごい（異剥石，孔雀石など）
自分の名前で頻繁に使うので親しみがある
工業に使う

環境1年生

硬い（固い，堅い） 7
冷たい
美しい，きれい 3
神秘的

火をつけるイメージ

たくさんころがっている

多種多様，形がたくさんある 2
興味がある，わりと好き 2
力がある
子どものころあつめていた
石は石

2

石の性質を示すもの

石の具体例

石のある場所や状態を示すもの

その他
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Why do undergraduate students not attend an off-class event ? : 
a case report of lithophone concert

Takeyuki UEKI
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Crisis Management, Chiba Institute of Science

An off-class event of lithophone concert was held in January, 2014, to facilitate interest in natu-
ral stone for the undergraduate students of Chiba Institute of Science, Japan.  Because of the less 
number participants, a questionnaire survey was performed for students of nonparticipation in the 
concert.  Most of students knew the concert, but did not participate owing to classes or reports.  
Negative impression about a stone dominated to the students may induce students’ nonparticipa-
tion in the next concert.  Both easiness and pressure of the participation of off-class event is need-
ed for undergraduate students.
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